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１． 調査の目的 
本調査は、令和４年度に策定する「第６次防府市男女共同参画推進計画」の基礎資料と

するため、男女共同参画に関する意識調査を実施し、今後の施策に反映させることを目

的としています。 

 

２． 調査の方法 
調査対象 防府市に住む１８歳以上の市民から無作為抽出 

調査数 １，５００人 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和３年９月１５日～令和３年９月３０日 

調査票回収数 ５９６件 

回収率 ３９．７％ 

 

３． 報告書の見方 
●調査結果は、質問の有効回答数（図ではＮで表示）に対する百分率（％）で表示してい

ます。 

 

●回答結果の割合（％）は回答者の総数に対して、それぞれの選択肢の回答者数の割合を

小数点以下第２位で四捨五入して算出しています。そのため、単数回答形式の質問の場

合、合計値が１００.０％にならない場合があります。 

 

●２つ以上の回答をすることができる複数回答形式の質問の場合も、回答結果の割合（％）

は回答者の総数に対して、それぞれの選択肢の回答者数の割合を示しています。そのた

め、割合の合計が１００.０％を超えることがあります。 

 

●本報告書における「Ｎ」「ＳＡ」「ＭＡ」は、それぞれ 

 「Ｎ」   ＝サンプル数のこと 

 「ＳＡ」  ＝単回答のこと（Single Answer の略） 

 「ＭＡ」  ＝複数回答のこと（Multiple Answer の略）を示します。 
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４． 調査結果 

回答者自身について 

Ｆ１ 性別は、次のどれですか。 (SA) 

 「男性」が 43.0％、「女性」が 56.7％となっています。 

 
Ｆ２ 年齢は、どの区分ですか。 (SA) 

 「70 歳以上」が 21.8％で最も高くなっています。次いで「65～69 歳」が 11.6％、 

「60～64 歳」が 9.2％で続いています。 

 

男性

43.0%

女性

56.7%

無回答

0.3%

(SA) N=596

1.5 

4.4 

5.9 

6.5 

6.4 

7.2 

8.7 

8.6 

8.1 

9.2 

11.6 

21.8 

0.2 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

無回答

(SA) N=596

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

無回答
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Ｆ３ 就業形態を教えてください。 (SA) 

 「勤め人（常勤）」が 39.9％で最も高くなっています。次いで「無職」が 18.3％、「勤め

人（臨時・パートタイム等）」が 16.9％、「専業主婦・主夫」が 15.4％で続いています。 

 

 

 

Ｆ４ 結婚していますか。 (SA) 

 「結婚している（事実婚を含む）」が 70.1％、「離別または死別」が 10.2％、「未婚」が

19.3％となっています。 

 

39.9 

16.9 

0.8 

3.2 

15.4 

2.3 

18.3 

2.5 

0.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

勤め人（常勤）

勤め人（臨時・パートタイム等）

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業等）

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

(SA) N=596

勤め人（臨時・パートタイ

ム等）

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業

等）

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

結婚している（事実婚を含む）

70.1%

離別または死別

10.2%

未婚

19.3%

無回答

0.3%

(SA) N=596

勤め人（常勤） 
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Ｆ５ 世帯構成を教えてください。 (SA) 

 「二世代世帯（親と子）」が 48.0％で最も高くなっています。次いで「夫婦のみ」が 32.9％、

「ひとり暮らし」が 10.6％で続いています。 

 

 

 

 

Ｆ６ お子さんがおられますか。(SA) 

 「いる」が 71.5％、「いない」が 28.0％となっています。 

 

 

10.6 

32.9 

48.0 

6.5 

1.7 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他

無回答

(SA) N=596

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と

孫）

その他

無回答

いる

71.5%

いない

28.0%

無回答

0.5%

(SA) N=596
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男女の地位の平等感について 

問１ 次の各分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 (SA) 

 『平等である』の割合は、「学校教育の場で」が 58.4％で最も高くなっています。次いで

「地域活動の中で」が 40.6％、「家庭生活の中で」が 38.6％で続いています。 

 『男性の方が非常に優遇されている』と『どちらかといえば男性の方が優遇されている』

をあわせた“男性優遇”の割合が高い項目は、「社会通念・慣習・しきたりなどで」が 70.2％、

「政治経済活動の中で」が 69.9％、「社会全体として」が 66.8％となっています。 

 

 

 

8.2 

9.7 

1.5 

4.4 

22.8 

10.2 

19.0 

11.1 

36.6

44.0

12.6

28.4

47.1

30.2

51.2

55.7

38.6

27.2

58.4

40.6

12.9

30.0

13.9

14.8

5.2

4.4

2.3

6.2

0.5

8.2

2.3

3.7

1.2

0.3

0.8

0.2

1.0

0.8

1.0

6.4 

9.6 

18.6 

13.8 

10.6 

14.8 

7.4 

8.6 

3.9 

5.2 

6.2 

5.9 

5.9 

5.5 

5.4 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活の中で

就職の機会や職場の中で

学校教育の場で

地域活動の中で

政治経済活動の中で

法律や制度の面で

社会通念・慣習・しきたりなどで

社会全体として

(SA) N=596

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

『男性優遇』

『女性優遇』

家庭生活の中で

就職の機会や職場の中で

学校教育の場で

地域活動の中で

政治経済活動の中で

法律や制度の面で

社会通念・慣習・しきた

りなどで

社会全体として
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 問２ 今後、社会のあらゆる分野で男女がもっと平等になるためには、何が
重要だと思いますか。 (MA) 

 「男女をとりまく様々な偏見や固定的な社会通念・慣習・しきたりを改めること」が 62.4％

で最も高くなっています。次いで「子どもの時から家庭や学校で男女の平等について教える

こと」が 49.2％、「法律や制度の面での見直しを行うこと」が 36.9％で続いています。 

 

  

62.4 

36.9 

35.2 

36.7 

35.4 

19.5 

49.2 

4.5 

3.4 

3.7 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男女をとりまく様々な偏見や固定的な社会通念・慣習・しき

たりを改めること

法律や制度の面での見直しを行うこと

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、

積極的に力の向上を図ること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実

を図ること

行政や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登

用する制度を採用・充実すること

男女の意識改革のための啓発運動を充実させること

子どもの時から家庭や学校で男女の平等について教えるこ

と

その他

すでに平等である

わからない

無回答

(MA) N=596

男女をとりまく様々な偏見や固定的な社会通念・慣習・

しきたりを改めること
男女をとりまく様々な偏見や固定的な社会

通念・慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を

習得するなど、積極的に力の向上を図ること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサー

ビスの充実を図ること

行政や企業などの重要な役職に、一定の割合

で女性を登用する制度を採用・充実すること

子どもの時から家庭や学校で男女の平等につ

いて教えること

法律や制度の面での見直しを行うこと

男女の意識改革のための啓発運動を充実させ

ること

その他

すでに平等である

わからない

無回答
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女性の参画について 

問３ 政治や行政において、政策の企画や方針決定の過程に女性の参画（例えば
議会議員・審議会等の委員・公務員の管理職等）が少ないと言われる理由は
何だと思いますか。(MA) 

 「男性優位の組織運営だから」が 50.8％で最も高くなっています。次いで「家族、職場、

地域における性別役割分担、性差別の意識があるから」が 42.8％、「女性の参画を積極的に

進めようと意識している人が少ないから」が 38.9％で続いています。 

 

 

  

42.8 

50.8 

30.7 

17.1 

37.1 

24.0 

38.9 

3.5 

5.4 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族、職場、地域における性別役割分担、性差別の

意識があるから

男性優位の組織運営だから

家族の支援・協力が得られないから

女性の能力開発の機会が不十分だから

女性の活動を支援する仕組みが不足しているから

女性側の積極性が十分でないから

女性の参画を積極的に進めようと意識している人が

少ないから

その他

わからない

無回答

(MA) N=596

無回答

家族、職場、地域における性別役割分

担、性差別の意識があるから

男性優位の組織運営だから

家族の支援・協力が得られないから

女性の能力開発の機会が不十分だから

女性の活動を支援する仕組みが不足して

いるから

女性側の積極性が十分でないから

女性の参画を積極的に進めようと意識し

ている人が少ないから

その他

わからない
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問４ 女性が活躍できる仕事・職場環境にするために何が必要と思いますか。 
(MA) 

 「育児・介護の両立について職場の支援制度が整っていること」が 74.0％で最も高くな

っています。次いで「職場の上司・同僚が、女性が働くことに理解があること」が 57.2％、

「性別に関係なく仕事が適正に評価されること」が 54.7％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.6 

57.2 

74.0 

40.3 

21.1 

54.7 

23.5 

2.5 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

経営者が女性の活躍促進に積極的であること

職場の上司・同僚が、女性が働くことに理解があること

育児・介護の両立について職場の支援制度が整っているこ

と

長時間労働がない。勤務時間が柔軟なこと

身近に相談でき、目標になる女性がいること

性別に関係なく仕事が適正に評価されること

仕事にやりがいがあること

その他

(MA) N=596

経営者が女性の活躍促進に積極的であること

職場の上司・同僚が、女性が働くことに理解が

あること

育児・介護の両立について職場の支援制度が

整っていること

長時間労働がない。勤務時間が柔軟なこと

身近に相談でき、目標になる女性がいること

性別に関係なく仕事が適正に評価されること

仕事にやりがいがあること

その他

無回答
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問５ 女性の活躍が進むためには、家族や社会等でどのような環境整備が必要
と思いますか。(MA) 

 「夫の積極的な家事・育児・介護への参加」が 71.1％で最も高くなっています。次いで

「保育施設等の育児サービスの充実」が 59.7％、「福祉施設等の介護サービスの充実」が

44.8％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.1 

29.9 

59.7 

44.8 

39.6 

30.7 

14.4 

28.2 

2.9 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80%

夫の積極的な家事・育児・介護への参加

夫以外の家族・地域による家事・育児・介護への参加

保育施設等の育児サービスの充実

福祉施設等の介護サービスの充実

利用しやすい家事サービスがあること

スキルアップに向けた研修や職業相談等の再就職しやす

い環境が整っていること

起業を希望する際に、資金調達やノウハウが取得しやす

い環境が整っていること

総合的な相談窓口が整備、充実していること

その他

無回答

(MA) N=596

スキルアップに向けた研修や職業相談等の再

就職しやすい環境が整っていること

起業を希望する際に、資金調達やノウハウは

取得しやすい環境が整っていること

その他

無回答

総合的な相談窓口が整備、充実していること

夫の積極的な家事・育児・介護への参加

夫以外の家族・地域による家事・育児・介護

への参加

保育施設等の育児サービスの充実

福祉施設等の介護サービスの充実

利用しやすい家事サービスがあること
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男女の生き方について 

問６ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、ど
のように思いますか？ (SA) 

 「どちらかといえば反対」が 28.5％で最も高くなっています。次いで「反対」が 25.0％、

「どちらかといえば賛成」が 23.5％で続いています。 

 「賛成」と「どちらかといえば賛成」をあわせた『賛成派』は 27.9％、「どちらかといえ

ば反対」と「反対」をあわせた『反対派』は 53.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 

23.5 

28.5 

25.0 

15.8 

2.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

無回答

(SA) N=596

『賛成派』

『反対派』

賛成

反対

わからない

無回答
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問６で「賛成」または「どちらかと言えば賛成」と回答した方を対象とした設問 

問６-１ なぜそのように思いましたか。 (MA) 

 「家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続けることは大変だと思うから」が 60.2%

で最も高くなっています。次いで「女性が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良

いと思うから」が 45.2％、「男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから」が

38.0％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.9 

13.9 

38.0 

20.5 

45.2 

60.2 

8.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

家族を養うのは男性の役割で、子育てや家族の世話は女性

の役割だと思うから

自分の両親も同じような役割をしていたから

男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思うから

男女の役割を分ける方が、家庭生活がうまくいくと思うか

ら

女性が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良い

と思うから

家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続けること

は大変だと思うから

その他

無回答

(MA) N=166

家族を養うのは男性の役割で、子育てや家族の世

話は女性の役割だと思うから

女性が家庭を守った方が、子どもの成長などに

とって良いと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続け

ることは大変だと思うから

男女の役割を分ける方が、家庭生活がうまくいく

と思うから

その他

無回答

自分の両親も同じような役割をしていたから

男性が外で働いた方が、多くの収入を得られると思

うから
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問６で「反対」または「どちらかと言えば反対」と回答した方を対象とした設問 

問６-２ なぜそのように思いましたか。 (MA) 

 「固定的な男性と女性の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」が 74.6％で最

も高くなっています。次いで「男女平等に反すると思うから」が 47.6％、「男性も女性も働

いた方が、多くの収入を得られると思うから」が 37.6％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.6 

17.2 

37.6 

27.0 

74.6 

25.7 

5.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

男女平等に反すると思うから

自分の両親も外で働いていたから

男性も女性も働いた方が、多くの収入を得られると思うか

ら

女性が働いて能力を発揮した方が、個人や社会にとって良

いと思うから

固定的な男性と女性の役割分担の意識を押しつけるべきで

はないから

家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続けること

は可能だと思うから

その他

無回答

(MA) N=319

女性が働いて能力を発揮した方が、個人や社会に

とって良いと思うから

固定的な男性と女性の役割分担の意識を押しつけ

るべきではないから

家事・育児・介護と両立しながら、女性が働き続

けることは可能だと思うから

男性も女性も働いた方が、多くの収入を得られる

と思うから

その他

無回答

男女平等に反すると思うから

自分の両親も外で働いていたから
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問７ 一般的に女性が仕事をもつことについて、どう思いますか。 (SA) 

 「子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい」が 41.3％で最も高くなっています。

次いで「子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」が 24.8％

で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5 

2.5 

4.4 

41.3 

24.8 

11.4 

5.9 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性は仕事をもたない方がよい

結婚するまでは、仕事をもつ方がよい

子どもができるまでは、仕事をもつ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよ

い

子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら

再び仕事をもつ方がよい

その他

わからない

無回答

(SA) N=596

子どもができたら仕事をやめ、大きく

なったら再び仕事をもつ方がよい

子どもができても、ずっと仕事を続け

る方がよい

その他

わからない

無回答

女性は仕事をもたない方がよい

結婚するまでは、仕事をもつ方がよい

子どもができるまでは、仕事をもつ方が

よい
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問８ 女性が仕事を続ける上で問題となることは、どのようなことだと思いま
すか。 (MA) 

 「保育所、学童保育などの育児に対する社会的な支援サービスが不十分なこと」が 52.5％

で最も高くなっています。次いで「家族の協力や理解が得られないこと」が 52.3％、「育児・

介護休業、子の看護休暇が取得しにくいこと」が 49.5％で続いています。 

 

 

52.3 

52.5 

33.1 

49.5 

35.4 

23.0 

14.8 

19.3 

29.5 

36.2 

3.7 

1.2 

2.5 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族の協力や理解が得られないこと

保育所、学童保育などの育児に対する社会的な支援

サービスが不十分なこと

介護に関する社会的な支援サービスが不十分なこと

育児・介護休業、子の看護休暇が取得しにくいこと

育児・介護休業から復帰した際、職場の受入態勢や支

援が不十分なこと

夫の転勤等の事情

女性自身に仕事を続けていく自覚が不足していること

家庭や子どもを優先する女性自身の考え方

賃金・昇進・昇格に男女差があること

就業時間が長い（長時間労働や残業がある）こと

その他

問題になるものはない

わからない

無回答

(MA) N=596

保育所、学童保育などの育児に対する社会的

な支援サービスが不十分なこと

育児・介護休業から復帰した際、職場の受入

態勢や支援が不十分なこと

その他

わからない

無回答

家族の協力や理解が得られないこと

介護に関する社会的な支援サービスが不十分

なこと

育児・介護休業、子の看護休暇が取得しにく

いこと

夫の転勤等の事情

女性自身に仕事を続けていく自覚が不足して

いること

家庭や子どもを優先する女性自身の考え方

賃金・昇進・昇格に男女差があること

就業時間が長い（長時間労働や残業がある）

こと

問題になるものはない
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仕事と生活の調和について 

Ｆ４で「結婚している（事実婚を含む）」と回答した方を対象とした設問 

問９ あなたの家庭では、次の項目について実際にどのように分担しています
か。 (SA) 

 「生活費を得る」以外の項目において、『妻が中心』が『夫が中心』を大きく上回ってい

ます。その中で『夫と妻が同程度』の割合が最も高い項目は、「地域活動（町内会・自

治会等）」となっています。 

  

 

 

10.5 

67.0 

1.7 

5.7 

3.8 

3.8 

5.0 

34.4 

29.7 

68.2

2.9

85.2

70.8

70.6

69.6

75.6

41.6

31.6

19.1

26.6

9.3

20.3

23.2

23.7

16.3

20.1

28.2

0.2

1.0

1.0

0.2

0.7

1.0

1.4

1.2 1.0

2.2 

3.3 

2.9 

2.2 

2.2 

2.2 

2.2 

2.4 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の家計管理

生活費を得る

食事のしたく

食事の後片付け、食器洗い

日常の買物

掃除

洗濯

ごみ出し

地域活動（町内会・自治会等）

(SA) N=418

夫が中心 妻が中心 夫と妻が同程度 夫・妻以外の家族 家族以外 無回答

日常の家計管理

生活費を得る

食事のしたく

食後の後片付け、食器洗

い

日常の買物

掃除

洗濯

ごみ出し

地域活動（町内会・自治

会等）
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 Ｆ４で「結婚している（事実婚を含む）」と回答した方を対象とした設問 

問９ あなたの家庭では、次の項目について実際にどのように分担しています
か。 (SA) 

 

 育児や介護の項目において、『妻が中心』の割合が高く、「育児（乳幼児の世話）」では 45.9％

と約半数を占めています。 

 「子どものしつけや教育」では、他の項目と比べて『夫と妻が同程度』の割合が 28.2％と

高くなっています。 

 

  

0.0 

0.7 

2.4 

4.5 

1.9 

45.9

35.6

43.3

43.3

32.3

14.4

28.2

12.2

8.9

21.1

0.5

0.7

1.2

0.5

1.2

0.0

0.0

0.2

0.0

1.0

31.8

27.8

32.5

34.0

36.1

7.4

6.9

8.1

8.9

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児（乳幼児の世話）

子どものしつけや教育

幼稚園・保育園・塾等への送迎

ＰＴＡ活動

家族や親族の介護・看護

(SA) N=418

夫が中心 妻が中心 夫と妻が同程度 夫・妻以外の家族

家族以外 該当しない 無回答

育児（乳幼児の世話）

子どものしつけや教育

幼稚園・保育園・塾等へ

の送迎

ＰＴＡ活動

家族や親族の介護・看護
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問10 次の項目について、どのように分担するのが理想だと思いますか。 (SA) 

 『夫が中心』の割合が最も高い項目は、「生活費を得る」が 39.4％となっています。 

『妻が中心』の割合が最も高い項目は、「食事のしたく」が 45.0％となっています。次いで

「日常の家計管理」が 41.6％、「洗濯」が 36.9％と続いています。 

 

 

  

3.7 

39.4 

0.5 

5.4 

1.2 

2.7 

1.7 

20.8 

0.3 

2.0 

2.7 

4.2 

1.2 

14.3 

41.6

1.5

45.0

20.1

35.9

17.6

36.9

9.7

23.0

7.7

12.9

11.9

8.2

4.5

43.5

46.5

41.8

63.1

51.3

67.4

49.7

57.2

59.7

73.8

65.1

65.6

70.5

66.3

0.2

0.2

0.7

0.3

0.3

0.8

0.7

0.8

0.3

0.5

1.5

0.3

0.8

0.8

0.2

0.3

0.2

0.2

0.2

0.8

1.0

1.3

1.3

5.0

1.5

11.1 

12.2 

11.7 

11.1 

11.1 

11.2 

11.1 

11.2 

15.8 

14.9 

16.4 

16.6 

14.3 

12.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常の家計管理

生活費を得る

食事のしたく

食事の後片付け、食器洗い

日常の買物

掃除

洗濯

ごみ出し

育児（乳幼児の世話）

子どものしつけや教育

幼稚園・保育園・塾等への送迎

ＰＴＡ活動

家族や親族の介護・看護

地域活動（町内会・自治会等）

(SA) N=596

夫が中心 妻が中心 夫と妻が同程度 夫・妻以外の家族 家族以外 無回答

日常の家計管理

生活費を得る

食事のしたく

食後の後片付け、食器洗い

日常の買物

掃除

洗濯

ごみ出し

育児（乳幼児の世話）

子どものしつけや教育

幼稚園・保育園・塾等への送

迎

ＰＴＡ活動

家族や親族の介護・看護

地域活動（町内会・自治会

等）
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問11 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・学習・
趣味・付き合い等」をどのように位置づけるのが理想だと思いますか。また、
現実はどうですか。 (SA) 

 

 【理想】では『「仕事」と「家庭生活」「「地域・個人の生活」のいずれも大切にする』の

割合が高くなっていますが、【現実】では『「仕事」を優先』している状況がうかがえます。 

 

 

  

1.5 

5.2 

1.7 

20.8 

2.7 

4.2 

36.9 

25.0 

2.0 

34.4

13.1

1.7

14.6

1.8

2.3

5.7

23.8

2.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」を同じように

両立させる

「仕事」と「地域・個人の生活」を同

じように両立させる

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

を同じように両立させる

「仕事」と「家庭生活」、「地域・個

人の生活」のいずれも大切にする

わからない

無回答

(SA) N=596

理想

現実

「仕事」と「家庭生活」を同

じように両立させる

「仕事」と「地域・個人の生

活」を同じように両立させる

「家庭生活」と「地域・個人

の生活」を同じように両立さ

せる

「仕事」と「家庭生活」、

「地域・個人の生活」のいず

れも大切にする

わからない

無回答

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先
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問12 現在、仕事と家庭生活、地域・個人の生活のバランス（ワーク・ライフ・
バランス）がとれていると感じていますか。 (SA) 

 「どちらかといえば、バランスがとれている」が 43.6％で最も高くなっています。 

次いで「どちらかといえば、バランスがとれていない」が 24.3％で続いています。 

 

 

 

 

問13 育児や家族の介護を行うために、法律に基づき育児休業・介護休業・子の

看護休暇を取得できる制度があります。男性が、この制度を活用することに
ついて、どう思いますか。 (SA) 

 「積極的に取得することは賛成だが、現実的には取りづらい」が 63.4％で最も高くなっ

ています。次いで「積極的に取得するべきである」が 27.5％で続いています。 

 

 

8.7 

43.6 

24.3 

11.9 

8.6 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

バランスがとれている

どちらかといえば、バランスが

とれている。

どちらかといえば、バランスが

とれていない。

バランスがとれていない

わからない

無回答

(SA) N=596

どちらかといえば、

バランスがとれている

どちらかといえば、

バランスがとれていない

わからない

無回答

バランスがとれている

バランスがとれていない

27.5 

63.4 

0.7 

1.7 

4.5 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

積極的に取得するべきである

積極的に取得することは賛成だが、現実的に

は取りづらい

育児・介護は女性がするべきであり、男性が

取る必要はない

その他

わからない

無回答

(SA) N=596

積極的に取得することは賛成だが、

現実的には取りづらい

育児・介護は女性がするべきであ

り、男性が取る必要はない

その他

わからない

無回答

積極的に取得するべきである

バランスがとれていない 
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問 13で「取ることは賛成だが、現実的には取りづらい」と回答した方を対象とした設問 

問13-１ その理由は何だと思いますか。 (MA) 

 「取ると仕事上、周囲の人に迷惑がかかるから」が 60.1％で最も高くなっています。次

いで「男性が取ることについて社会全体の認識が十分にないから」が 44.4％「職場に取り

やすい雰囲気がないから」が 41.5％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.8 

41.5 

60.1 

10.6 

21.4 

14.8 

44.4 

2.6 

0.5 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

周囲に取った男性がいないから

職場に取りやすい雰囲気がないから

取ると仕事上、周囲の人に迷惑がかかるから

取ると人事評価や昇給などに悪い影響があるから

取ると経済的に困るから

復帰した際、職場の受入態勢に不安があるから

男性が取ることについて社会全体の認識が十分に

ないから

その他

わからない

無回答

(MA) N=378

男性が取ることについて社会全体の認識

が十分にないから

その他

わからない

無回答

周囲に取った男性がいないから

職場に取りやすい雰囲気がないから

取ると仕事上、周囲の人に迷惑がかかる

から

取ると人事評価や昇給などに悪い影響が

あるから

取ると経済的に困るから

復帰した際、職場の受入態勢に不安があ

るから
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問14 男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加してい
くためには、どのようなことが必要だと思いますか。 (MA) 

 「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が 62.9％で最も高くなってい

ます。次いで「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が

54.2％、「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるよ

うにすること」が 44.1％で続いています。 

 

 

 

54.2 

15.4 

62.9 

31.0 

37.8 

44.1 

23.0 

13.9 

16.9 

15.9 

3.5 

2.2 

2.5 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵

抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感

をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

周囲の人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考

え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、地域活

動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外

の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を高める

よう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や子

育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間

（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、男

性の相談しやすい窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

(MA) N=596

男性が家事などに参加することに対する男性自

身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性の

抵抗感をなくすこと

周囲の人が、夫婦の役割分担等についての当事

者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、

地域活動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕

事以外の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を

高めるよう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の

家事や子育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、

仲間（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題につい

て、男性の相談しやすい窓口を設けること

その他

わからない

無回答

特に必要なことはない

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図

ること
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配偶者等からの暴力について 

問15 次のようなことが、夫婦（事実婚を含む）の間で行われた場合、それを暴
力だと思いますか。 (SA) 

 すべての項目において『どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が最も高く、特に「身

体を傷つける可能性のある物でなぐる」が 92.8％、「刃物などを突きつけて、おどす」が

92.3％で高くなっています。 

 一方で『どんな場合でも暴力にあたると思う』の割合が低い項目は「何を言っても長時間

無視し続ける」が 56.4％、「交友関係や（携帯）電話・メールを細かく監視する」が 62.4％

となっています。 

 

  

79.4 

85.7 

92.8 

71.8 

92.3 

84.4 

75.5 

56.4 

62.4 

76.7 

68.1 

74.5 

13.6

7.9

0.8

20.0

1.5

8.1

13.6

30.5

23.2

13.8

23.0

14.8

0.7

0.5

0.2

1.8

0.2

1.3

4.5

7.0

7.7

3.2

2.3

4.4

6.4

5.9

6.2

6.4

6.0

6.2

6.4

6.0

6.7

6.4

6.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平手でうつ

足でける

身体を傷つける可能性のある物でなぐ

る

なぐるふりをして、おどす

刃物などを突きつけて、おどす

嫌がっているのに性的な行為を強要す

る

見たくもないのに、ポルノビデオやポ

ルノ雑誌を見せる

何を言っても長時間無視し続ける

交友関係や（携帯）電話・メールを細

かく監視する

「誰のおかげで生活できるんだ」とか

「甲斐性なし」と言う

大声でどなる

生活費を渡さない

(SA) N=596

どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない 無回答

交友関係や（携帯）電話・メー

ルを細かく監視する

「誰のおかげで生活できるん

だ」とか「甲斐性なし」と言う

嫌がっているのに性的な行為

を強要する

見たくもないのに、ポルノビデ

オやポルノ雑誌を見せる

身体を傷つける可能性のある

物でなぐる

平手でうつ

足でける

なぐるふりをして、おどす

刃物などを突きつけて、おど

す

何を言っても長時間無視し続け

る

大声でどなる

生活費を渡さない
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問16 あなたは配偶者（夫、妻）や交際相手から次のようなことをされたことが
ありますか。 (SA) 

 『何度もある』、『1、2度ある』をあわせた割合は、「なぐったり、けったり、物を投げつ

けたり、突き飛ばしたりするなど身体に対する暴力を受けた」が 14.6％、「人格を否定する

ような暴言や、交友関係を細かく監視する等の精神的な嫌がらせを受けた。あるいは、あな

たもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと、恐怖を感じるような脅迫を

受けた」が 11.4％、「嫌がっているのに性的な行為を強要された」が 9％となっています。 

 

 

  

2.2 

3.2 

2.0 

12.4

8.2

7.0

79.4

82.4

84.6

6.0

6.2

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ば

したりするなど身体に対する暴力を受けた

人格を否定するような暴言や、交友関係を細かく監視

する等の精神的な嫌がらせを受けた、あるいは、あな

たもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではな

いかと、恐怖を感じるような脅迫を受けた

嫌がっているのに性的な行為を強要された

(SA) N=596

何度もある １、２度ある まったくない

なぐったり、けったり、物を投げつけたり、

突き飛ばしたりするなど身体に対する暴力を

受けた

人格を否定するような暴言や、交友関係を細

かく監視する等の精神的な嫌がらせを受け

た、あるいは、あなたもしくはあなたの家族

に危害が加えられるのではないかと、恐怖を

感じるような脅迫を受けた

嫌がっているのに性的な行為を強要された
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問 16で「何度もある」または「1、2度ある」と回答した方を対象とした設問 

問16-１ あなたが受けたそのような行為によって、命の危険を感じたことがあ
りますか。 (SA) 

 「ない」が 81.0％、「ある」が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

13.9%

ない

81.0%

無回答

5.1%

(SA) N=137
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問 16で「何度もある」または「1、2度ある」と回答した方を対象とした設問 

問16-２ そのような行為を受けたことを誰かに打ち明けたり、相談したことは
ありますか。 (MA) 

 「どこ（誰）にも相談しなかった」が 58.4％で最も高くなっています。次いで「友人・知

人に相談した」が 23.4％、「家族や親戚に相談した」が 16.1％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

23.4 

16.1 

1.5 

3.6 

0.7 

0.7 

2.2 

1.5 

58.4 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

公的な相談窓口や電話相談に相談した

民間の機関（弁護士・民間シェルターなど）に相談した

学校関係者（教員・養護教諭・スクールカウンセラー）に

相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

その他

どこ（誰）にも相談しなかった

無回答

(MA) N=137

学校関係者（教員・養護教諭・スクールカウンセ

ラー）に相談した

その他

無回答

どこ（誰）にも相談しなかった

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

民間の機関（弁護士・民間シェルターなど）に相

談した

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

公的な相談窓口や電話相談に相談した
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問 16-2 で「どこ（誰）にも相談しなかった」と回答した方を対象とした設問 

問16-３ どこ（誰）にも相談しなかったのはなぜですか。 (MA) 

 「相談するほどのことではないと思ったから」が 57.5％で最も高くなっています。次い

で「自分にも悪いところがあると思ったから」が 32.5％、「相談してもむだだと思ったから」

が 25％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

3.8 

13.8 

25.0 

2.5 

1.3 

23.8 

7.5 

12.5 

3.8 

6.3 

32.5 

57.5 

13.8 

6.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

どこ（誰）に相談してよいのかわからなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひ

どい暴力を受けると思ったから

相談相手の言動により不快な思いをすると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると

思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られると、これまで通りの付き合いができなく

なるから

そのことについて思い出したくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

自分が受けている行為がＤＶとは認識していなかったか

ら

その他

無回答

(MA) N=80

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやって

いけると思ったから

他人に知られると、これまで通りの付き合いがで

きなくなるから

自分が受けている行為がＤＶとは認識していな

かったから

その他

無回答

どこ（誰）に相談してよいのかわからなかった

から

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相談相手の言動により不快な思いをすると思っ

たから

世間泰が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

そのことについて思いだしたくなかったから 

相談するほどのことではないと思ったから 
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問 16で「何度もある」または「1、2度ある」と回答した方を対象とした設問 

問16-４ そのような行為を受けたとき、どうしましたか。 (SA) 

 「別れたい（別れよう）と思わなかった」が 35.0％で最も高く、次いで「別れたい（別れ

よう）と思ったが、別れなかった」が 32.8％、「相手と別れた」が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手と別れた

20.4%

別れたい（別れよ

う）と思ったが、

別れなかった

32.8%

別れたい（別れよ

う）と思わなかっ

た

35.0%

無回答

11.7%

(SA) N=137
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問 16-4 で「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」と回答した方を対象とした設問 

問16-５ 相手と別れなかった最も大きな理由は何ですか。 (SA) 

 「子どもがいるから・子どものことを考えたから」が 40％で最も高くなっています。次

いで「世間体を気にしたから」が 8.9％、「経済的な不安があったから」が 6.7％で続いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 

6.7 

8.9 

4.4 

2.2 

0.0 

2.2 

4.4 

40.0 

2.2 

26.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相手の反応が怖かったから

経済的な不安があったから

世間体を気にしたから

相手には自分が必要だと思ったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

周囲の人から、別れることに反対されたから

相手が別れることに同意しなかったから

相手が変わってくれるかもしれないと思ったから

子どもがいるから・子どものことを考えたから

その他

無回答

(SA) N=45

その他

無回答

相手の反応が怖かったから

経済的な不安があったから

世間体を気にしたから

これ以上は繰り返されないと思ったから

相手には自分が必要だと思ったから

相手が別れることに同意しなかったから

相手が変わってくれるかもしれないと

思ったから

子どもがいるから・子どものことを考え

たから

周囲の人から、別れることに反対されたから 
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問17 配偶者等からの暴力について、相談できる窓口があることを知っていま
すか。 (SA) 

 「警察」が 60.2％で最も高くなっています。次いで「市役所（社会福祉課）」が 27.3％、

「山口県男女共同参画相談センター」が 21.3％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.3 

21.3 

60.2 

9.4 

5.5 

20.1 

0.5 

19.3 

12.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市役所（社会福祉課）

山口県男女共同参画相談センター

警察

法務局・地方法務局・人権擁護委員

裁判所

民間の専門家や専門機関（弁護士会・カウンセリン

グ機関）

その他

相談できる窓口として知っているところはない

無回答

(SA) N=596

民間の専門家や専門機関（弁護士会・カウ

ンセリング機関）

その他

無回答

市役所（社会福祉課）

山口県男女共同参画相談センター

警察

法務局・地方法務局・人権擁護委員

裁判所

相談できる窓口として知っているところは

ない
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子どもがいる方を対象とした設問 

問18 あなたの子どもは１８歳になるまでの間に、配偶者から次のようなこと
をされたことがありますか。 (ＭA) 

「まったくない」が 75.4％で最も高くなっています。次いで「わからない」が 4.2％、「身

体的虐待」が 3.1％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 

0.2 

0.2 

2.6 

4.2 

75.4 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80%

身体的虐待

性的虐待

ネグレスト

心理的虐待

わからない

まったくない

無回答

(MA) N=426

無回答

身体的虐待

性的虐待

ネグレスト

心理的虐待

わからない

まったくない
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交際相手からの暴力について 

問19 最近、高校生や大学生等を含む若い世代で、交際相手からの暴力（デート
ＤＶ）が問題になっていますが、次のようなことが交際中の男女間において
行われた場合、それをデートＤＶだと思いますか。(ＭA) 

「なぐる、ける、髪の毛を引っ張る」が 72.7％で最も高くなっています。次いで「嫌がって

いるのに、性的な行為を強要する」が 71.6％、「別れ話をしても、相手がしつこくつきまと

ったり、不愉快な内容のメールや電話をしてくる」が 67.3％で続いています。 

 

 

 

40.8 

55.4 

55.0 

72.7 

71.6 

58.7 

67.3 

0.3 

6.5 

19.6 

0% 20% 40% 60% 80%

相手がどこで何をしているか気になり、1日に何

度もメールや携帯電話で確かめる

相手のメールや通信履歴を勝手に見たり、メー

ルアドレスを勝手に消す

友人と会うことや外出などの行動を制限する

なぐる、ける、髪の毛を引っ張る

嫌がっているのに、性的な行為を強要する

デートの費用を無理やり払わせる、お金をせび

る

別れ話をしても、相手がしつこくつきまとった

り、不愉快な内容のメールや電話をしてくる

いずれもデートDVだと思わない

わからない

無回答

(MA) N=596

相手がどこで何をしているか気にな

り、１日に何度もメールや携帯電話で

確かめる。

相手のメールや通信履歴を勝手に見た

り、メールアドレスを勝手に消す

別れ話をしても、相手がしつこくつき

まとったり、不愉快な内容のメールや

電話をしてくる

わからない

無回答

いずれもデートＤＶだと思わない

嫌がっているのに、性的な行為を強要

する

なぐる、ける、髪の毛を引っ張る

友人と会うことや外出などの行動を制

限する

デートの費用を無理やり払わせる、お

金をせびる
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男女共同参画に関する用語について 

問20 次の用語を知っていますか。 (MA) 

 「聞いたことがあり内容まで知っている」では『配偶者等からの暴力（ＤＶ）』が 56.5％

で最も高くなっています。次いで『男女雇用機会均等法』が 47.1％、『育児・介護休業法』

が 40.1％で続いています。 

 

 

29.4 

47.1 

10.7 

8.2 

6.9 

40.1 

36.7 

56.5 

6.7 

30.0 

26.2 

34.1 

4.2 

48.7

39.4

38.6

40.1

42.4

42.4

48.7

35.4

27.5

38.6

34.7

36.4

29.4

16.9

8.4

43.8

44.8

44.0

10.9

8.2

2.5

58.7

24.8

32.2

23.0

60.1

5.0

5…

6.9

6.9

6.7

6.5

6.4

5.5

7.0

6.5

6.9

6.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会

男女雇用機会均等法

女子差別撤廃条約

女性活躍推進法

政治分野における男女共同参画推進

法

育児・介護休業法

ストーカー行為等の規制等に関する

法律

配偶者等からの暴力（DV)

ポジティブ・アクション（職場での

男女格差の改善への自主的な取組）

ジェンダー平等

ワーク・ライフ・バランス（仕事と

生活の調和）

性的マイノリティ（LGBT）

防府市男女共同参画推進計画

(MA) N=596

聞いたことがあり内容まで知っている 聞いたことがあるが内容までは知らない 知らない 無回答

ポジティブ・アクション

（職場での男女格差の改善へ

の自主的な取組）

ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

ストーカー行為等の規制等に

関する法律

政治分野における男女共同参

画推進法

男女共同参画社会

男女雇用機会均等法

女子差別撤廃条約

女子活躍推進法

育児・介護休業法

配偶者等からの暴力（ＤＶ）

ジェンダー平等

性的マイノリティ

（ＬＧＢＴ）

防府市男女共同参画推進計画
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行政への要望について 

問21 性別にかかわりなく、一人ひとりが個性と能力を十分に発揮することが
できる「男女共同参画社会」を実現するために、今後、市はどのようなこと
に力を入れていくべきだと思いますか。 (MA) 

 「安心して働けるよう、保育のための施設やサービスを充実させること」が 69.8％で最

も高くなっています。次いで「学校教育の場で、男女平等や相互理解のための学習を充実す

ること」が 55％、「職場における男女の均等な取り扱いについて企業に働きかけること」が

53.7％で続いています。 

 

55.0 

39.6 

53.7 

28.7 

34.1 

23.0 

29.7 

69.8 

52.9 

26.2 

32.2 

3.0 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80%

学校教育の場で、男女平等や相互理解のための学

習を充実すること

男女平等、相互理解・協力についての普及・啓発

を進めること

職場における男女の均等な取り扱いについて企業

に働きかけること

政策・方針決定過程へ女性を積極的に登用するこ

と

女性の就労の機会が増えるよう、情報の提供や職

業訓練の機会を提供すること

女性の学習の場を充実し、女性のリーダーを養成

すること

女性の進出の少ない分野（科学技術、防災・災害

復興、地域おこし、まちづくり、観光、環境等）

への進出を促すための取り組みを行うこと

安心して働けるよう、保育所、学童保育サービス

を充実させること

高齢者や障害者のための施設や介護サービスを充

実させること

男女の生き方に関する情報提供や交流、相談、教

育などの場を整備すること

配偶者等からの暴力の根絶・防止に向けた取り組

みを強化すること

その他

無回答

(MA) N=596

学校教育の場で、男女平等や相互理解の

ための学習を充実すること

男女平等、相互理解・協力についての普

及・啓発を進めること

職場における男女の均等な取り扱いにつ

いて企業に働きかけること

女性の就労の機会が増えるよう、情報の提

供や職業訓練の機会を提供すること

女性の学習の場を充実し、女性のリー

ダーを養成すること

女性の進出の少ない分野（科学技術、防

災・災害復興、地域おこし、まちづくり、

観光、環境等）への進出を促すための取り

組みを行うこと
安心して働けるよう、保育所、学童保育

サービスを充実させること

高齢者や障害者のための施設や介護サー

ビスを充実させること

男女の生き方に関する情報提供や交流、

相談、教育などの場を整備すること

配偶者等からの暴力の根絶・防止に向け

た取り組みを強化すること

その他

無回答

政策・方針決定過程へ女性を積極的に登

用すること


